
茨木市民の方を対象として、市が指定する環境に配慮した行動をするともらえる
ポイントで、ポイント数に応じて、景品の抽選に応募できます。
ポイントを貯めることをきっかけに、一人ひとりが身近なところから
環境問題に関心を持ち、取組を継続していただこうとする事業です。

令和５年（2023年）11月に茨木の中心部にオープ
ンした文化・子育て複合施設「おにクル」。

茨木市は、様々な機能が融けあう「おにクル」を
中心に多様な人々や活動がまじりあうことで、住
み続けられるまちづくりを目指しています。

● 私たちやこどもたちの未来のために、世界中が協力して取り組
んでいる目標が「SDGs（持続可能な開発目標）」で、平成27年
（2015年）９月に国連で採択されました。

● SDGsは『Sustainable Development Goals』の略で、2030年（令和12年）までに
達成すべき17の目標（ゴール）と169の具体的な目標（ターゲット）で構成され
ています。

● SDGsの目標は、世界規模の問題で
あり、他人ごとのように感じてし
まうかもしれません。
しかし、私たちの暮らす地域や日
常生活でもできることがたくさん
あります。

★ 小さなことでも構いませんので、
私たちができることを知り、それ
を実施してみてください!!

茨木市の取組を紹介！

文化・子育て複合施設「おにクル」

持続可能な社会に！ SDGｓ

ＳＤＧｓって？

いばらき環境(エコ)ポイント
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都市公園「ダムパークいばきた」

豊かな自然や美しい里山の景観、新鮮な農作物
など魅力あふれる茨木市北部地域「いばきた」。

「いばきた」の魅力に触れられる“山とまちをつなぐ
ハブ拠点”『ダムパークいばきた』に日本最長歩行
者専用吊り橋が令和６年（2024年）冬、完成予定！

詳しくは
↑から！



目標１ 貧困をなくそう

担当 ： 茨木市 企画財政部政策企画課 E-mail ： kikaku@city.ibaraki.lg.jp

・寄付や募金への協力

・こども食堂への支援

ＳＤＧｓ17の目標 私たちにできること

ＳＤＧｓとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略
称で、この地球で暮らし続けられる「持続可能な世界」を実現するため、
2030年までに達成すべき17の目標です。

SDGｓの目標を達成するためには、一人ひとり、みんなが考え、行動する
ことが大切です。そこで、私たちにできることを17の目標別にご紹介します。

目標２ 飢餓をゼロに

・食品ロスの削減（食べ残しをなくす等）

・フードドライブへの協力

目標３ すべての人に福祉と健康を

・ワクチン募金への協力

・運動習慣、食生活の改善

目標４ 質の高い教育をみんなに

・日本と世界の教育の現状を知る

・教育・学習支援ボランティアへの参加

目標５ ジェンダー平等を実現しよう

・家事や育児を平等に分担する

・性の多様性についての理解を深める

目標６ 安全な水とトイレを世界中に

・水道の蛇口をこまめに閉める

・風呂の残り湯を洗濯に再利用する

目標７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに

・LED電球や太陽光発電を導入する

・公共交通機関を利用する

目標８ 働きがいも経済成長も

・ワークライフバランスを意識する

・フェアトレード商品を購入する

目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう

・災害復旧への募金

・科学や技術に関心を持つ

目標10 人や国の不平等をなくそう

・互いの違いを認め合う

・いじめや差別をしない、させない

目標11 住み続けられるまちづくりを

・清掃活動や防災訓練への参加

・地域の魅力を考える

目標12 つくる責任つかう責任

・マイバッグを持参する

・ごみをきちんと分別する

目標13 気候変動に具体的な対策を

・電気をこまめに消す

・環境保全活動に参加する

目標14 海の豊かさを守ろう

・プラスチックの使用を減らす

・清掃活動への参加

目標15 陸の豊かさも守ろう

・印刷を減らすなど紙の利用を節約する

・植林活動に参加する

目標16 平和と公正をすべての人に

・選挙に行くなど積極的に政治に参加する

・国内外の現状を知る

目標17 パートナーシップで目標を達成しよう

・まちなかでさまざまな人や活動と関わる

・SDGsを考える


